
に変革をもたらしたと聞いています。それ

が荏本研究室とだるまの活動の原点になっ

ています.

【2】 阪神淡路大震災とのつながり

① ただちに神戸へ すべてが「衝撃」

「だるま」発足の翌年 1月、阪神淡路六震

災からすでに 10年以上経過していました

が、第 1回目の 1.17のつどいへの参加が

決まり,以降コロす禍を除きほとんど毎年

参加しています。

② 慰霊祭「1,17のつどい」に参加 !

毎年、まだうす暗く肌寒い早朝、神戸市

役所の南側の東遊園地に心に深い傷が残る

参力]者が黙々と参集 して来ます。

震災の発災時 5時 46分に黙祷 !

悲しみを共有 L/ます。

神戸市の主催行事の後、

兵庫県主催の行事が「人と防災未来センタ

ー」前の広場で開催されています。

人と防災未来センター :阪神淡路大震災

の経験を語り継ぎ、その教訓を未来に活か

すために出来ました。神戸を訪れる機会が

ありましたら一度は見学してください。(有

料)5階には資料塞 (無料)があります。

③ 松山llF三氏との初めての出会いと交流

松山氏は販神淡路大震災当時神戸市の

職員として中規模の避難所運営を直接担

当。生々しい現場のお話を聞<ことができ

ました。第 1回目の養成講座の 3日目に

講演していただきました。以降度々交流し

ていただいてい議す.

④ 訪れた施設等 (神戸市付近)

阪神淡路大震災を多角的に知るための

様々な施設があります。機会がありました

ら訪れていただきたい場所です。

・北淡震災記念公園 (淡路島)

・ E・ ディフェンス (二本市・要予約)

・神戸潜震災メモリアルノヾ―ク。みなとの

もりの/AN園
(神戸市中央区)

・阪神高in_の震災資料保管庫 (神戸市)

`仁川地すべり資料館 (西宮市)

・神戸市・神戸大学附属図書館 等参照

⑤ 神戸との交流を続ける

1.17のつどい参加には強いE日象を受け、

毎年報告会を開催し、現状と変化を共有し

てきました。会員には親類を亡くした方も

おり、当然参加し学ぶことが多かった。そ

の後、ほとんど毎年、何人かの会員が訪れ、

周辺施設、終了後に神戸市役所の展望室か

ら式典会場を見たり、神戸市役所防災展示

室、人と防災未来センター、その後各自の

調査場所、例えば広島市の上砂災害現場、

岡山県の被災現場を訪れています。

特に、元神戸市職員の松山順三氏には毎

年お会いして神戸の震災体験と変イじを聞い

たり、講演を神奈川で行いました。芦屋市

役所のつ石佳太氏にもお世話になりまし

た。経験のない我短からの質Fo3攻めに閉El

したのではと、いつも出の中でおネLを申し

上|ザていました。

⑥ 元神戸鷹取中学校校長の近藤豊宣氏の

議演 「人長を救つたのは、人のJb」 は避難

所開設と運営について、

最大 5000人の大混舌L

の中で子どもたちが物

資の配布を守り抜いた

り、アイディアを活かし

た教師の活動、地域の人

たちの活動など生々しい 100日間の現実
が語られ、心の底に記憶してお<内容でし

た。

(3】 東日本人震災の現場調査

① 発災直後の活動ま

発災直後には、会員で岩手県山田町出身
の佐々木さん (横浜市緑区)から提案があ
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り、荏本教授の東北現地調査が実現しまし

た。経過は寄稿に報告されています。

東北から帰つた後、早速、荏本教授は神

奈川大学横浜キャンパスで 5月 13日に講

演会、平塚キャンパスでは 5月 21日 に講

演会が行われました。

だるまのメンバーは色々の支援活動をし

ており、会員の森さんの「ボランティアバ

ス」、高松さんの福島支援の会員が各々東北

の被災地支援に入りました。

② 震災後の活動

荏本先生中lいに杉原さん、森さんや植山

さん等会員による講演やシンポジウム、研

修会が行われ、参加しました。だるま会員

が参加する防災ギャザリングかながわで

は、体験フェアや講演会が行われました。

談義の会では、シンポジウム、会員の上

原さんや中川さんに講演を依頼したり、情

報通信分野、警察、鉄道、地震保険等各界の

グストをお招きし、出来る限りの実情報告

をして頂きました。その後も、震災の現地

報告が定期的に行われています。

③ 第 1回東日本の被災地ヘ

東北訪FoO「被災地へ」が 2012年 3月
13日～16日、22名が参加し行われまし

た。

(ルート)岩手県復興局一富古―普代村一

田老一宮古一山田町一大槌一釜石一南三陸

一大船渡一陸前高田一伊仙沼―石巻一名取

―閑上-1山台、岩手県から宮城県まで縦断

しました。

現場は 1年経つても山積みのがれき、壊

れた家屋、街そのものが焼失しており、ま

ちの復興も見えませんでした。避難所運営

は避難した人たちの手で協力し含つた事例

を学びました。現地で交流して多<の事実

を知りました。

④ 第 2回 女川町、石巻市ヘ

「被災地の今と声を地域に伝えようJ

2013年 3月 24日～26日、21名が

参力0し、2回目には石巻市、女川町調査が

行われました。

(ルート)石巻一女川復興祭―雄勝釘一

大川小学校一エルフアロ (ト レーラーハ

ウス宿泊)一民家横の避難生活現場 一

女用一女川町立病院―きぼうの鐘商店街

一石巻氏日和山/Ak園
―門脇小学校一石巻

社会福祉協議会一石巻日日新聞一石巻駅

「釜石の奇跡」「大り|1小の悲211」 では学校防

災の難かしさを見せつけられました。

気1山沼では津波の高さは当初 2mだつた

が6mさらに 10mと大き<なり、避難し

た神社横の自治会紫会館での避難生活のお

話をFE5きました。隣のお寺さんも利用、名

簿を作り 120
名が 5か月間過

ごしました。

町中に |ま 復興商

店街ができてい

ました。

⑤ 第 3回「山田町 5年目の今 !」

2016年にも 14人が調査しました。

岩手大学と山田町での交流、浦辺利広さん

による現地案内と大槌町勤務の渡辺善明さ

んの案内でした。余談ですが浦辺邸の裏で

親子の熊に出会い、び つ<り しました。

海の見えない防潮堤、語り部ガイ ド、大槌

町のかさ上げ、堤防で被害のあつた田老も

訪Fo5しました。田老では明治 29年、日召和

8年、平成 23年と津波被害があり、最大

波高 15m、 10m、 16m、 被災戸数 336
戸、505戸、1691戸でしたが死者不明は

1,858人、911人、181人と大幅に減つ

ていました。高所の居住地は出来ていまし

たが、復旧工事はこれからでした。

⑥  「佐藤教授の調査報告」

経済学者の立場で東北被災都市の調査の

結果を報告<ださいました。 ドローン空撮

による復興状況報告が定期的に行われ、震

災復興をどう見るか、防波堤の効果は限定

的等の報告がありました。談義の会での 10
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周年の報告では、海の見えない防潮堤と広

大な空き地に点在する家屋の風景が印象的

でした。

【4】 中越地城防災交流会に参加

① 2010年 3月、中越防災安全機構、中越

市民安全士会と防災妻 だるま (22名 が

参加)およびサ|1崎災害ボランティアネット

ワークが小地谷市との交流、意見交換をし

ました。

② 翌年も「防災グリーンツーリズム」

全体交流会に 50名の参加があり、だるま

からも数名が参加しました。

【5】 広島・ 岡山の風水害現場の視察

2014年 8月 19日夜から 20日明け方

にかけて、広島市安佐南区ハ木地区で発生

した大規模な土石流現場を調査しました。

38春 FB3降水量は 200ミ リを超え、同0寺

多発的に大規模な土石流となりました。

次 の 現 場 調

査では、2018
年 7月、西日本

豪雨が 発生 し

た地 i或 の視 察

を お こな いま

た現場でした。

【6】 関東大震災 90周年の報告記録

① 「関東大震災 よこはまの災害とまち

歩き」2015年 6月冨」題 ～貿易商・プー

ル氏の災害逃避行ルートをたどる～

土砂災害専門家の丼上公夫氏による当B苦

の県内の上砂災害の跡会員の相原延光さん

による解説後、現地見学が行われました。

横浜の市街地は地震で13j壊 するとともに

台地の急崖部も崩壊、各地の出火で焼死者

が出ました。当時の出下町の様子、地害」れ

の写真、液状化による元町百段公園の表層

地すべり、港の見える丘/AN園 の断面、地質

図の案内があつた。

津波の高さ 50cmから 80 cmの推定、余

震などの様子を説明いたださました。

② 「関東大震災を記録した人
～

」談義の会

101回、～関東大震災から90年～

横浜開港資料館吉田律人氏から、貴重な

資料映像や記録が残されている報告がされ

ました。治安が悪化、混乱と根拠のない情

報の拡大などの過程も間きました。1919
年には埋め立て地の大火で、煙が避難民を

襲い、一酸化炭素中毒による多数の死者を

出したことが報告されています。

③「関東大震災直後の横浜の小学校」談義

の会 100回記念 横浜市資料室松本洋幸

氏の講演 ～横浜の事例から 小学校と教

職員の行動・藁献～ 2013年
横浜市市立小学校は甚大な被害状況が報

告されました。54,962名 中903名 死

亡 (1.6%)。 避難所としては約 20校、避

難者としては約 6干人.教 lJi員 は地域の中

核として、調査、記録、応急対応、負傷者の

手当て、救援物資の運搬翁配、道路整理,夜

警、民心対応に当たりました。

齢

平

絋‐.‐曇
融 "‐

・

饂
した。「バックビルディング」すなわち大雨

をもたらす線状降水帯が長BttFB3停 滞し、が

け崩れ、土石流、地滑りの激甚災害が発生、

15県にわたり 200名以上の犠牲者が出

て、60歳以上の避難は 1万人以上に達し

た。倉敷では小田川が背水現象 (バ ックウ

オーター)で 8か所の堤防が決壊、浸水

2300戸、4mの水で 51人が犠牲になっ
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